
○活動について

＜工夫していること＞

○成果と課題

○活動の様子

役　　職　　等 人数 属　　性　　等

＜主な活動内容や特徴的な活動等＞

放課後児童クラブとの連携 連携なし

地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー
( 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 )

1人 ＰＴＡ役員経験者　委嘱なし

協 働 活 動 支 援 員
（ 教 育 活 動 推 進 員 ）

14人 地域住民　児童保護者

協 働 活 動 サ ポ ー タ ー
（ 教 育 活 動 サ ポ ー タ ー ）

6人 児童保護者　地域住民

学 習 支 援 員

活動日数 ４１回 活動日・時間 木曜日15:00～16:00　第1・第3土曜日10:00～11:00

活動場所
小学校（図書館・理科室・体育館）、公

民館

板野町

板野町放課後子供教室「南っこ」

開始年度 平成１９年度 対象学校区・学年 板野南小学校1～6年 登録人数 １３２人

放課後子供教室

ボ ラ ン テ ィ ア 1人 児童保護者

折り紙 将棋 英会話 ニュースポーツ マジック 生け花 ファミリーバドミントン 工業大学見
学 間伐材で団扇づくり・おこづかいどう使う？（消費生活相談所） 藍染め体験（町藍師の指導
による染め）　熱中症予防講話（地元企業講師WS）　ウン知育教室（企業講師によるWS）

年間を通して、４つの活動を定着させ、より深く学べるように工夫した。

・子供の体力向上につながった(ニュースポー
ツ）
・受講回数が多くなるほど内容が定着し、子共・
講師はやりがいを感じたようだ

・事前準備等、講師の負担が大きい。
・座学の場合、低学年児童が元気すぎて制御不能になることがよくある。正しい対処ス
キルを知らない、あくまでもボランティア活動の一環で参加しているコーディネーターや
児童保護者で開催する放課後教室で「不適切な対応」になってしまった場合、誰がどう
責任をとるのか？私たちがそこまでの責任を負わされるのなら、今後の活動は怖くてで
きない。「常に最悪のパターンを想定して教室運営しなければならないのでないか？」と
考える。

ABCで楽しもう 生け花に挑戦

写真 写真

＜成果＞ ＜課題＞


